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皆さん、こんにちは。 
         今日は会長がお休みとい 
         うことで、私に会長挨拶 
         の依頼がありましたの 

で、させていただきたい 
と思います。よろしくお 
願いいたします。 
先々週でしょうか、正林 
会員から神村学園の話を

聞きまして、その時実は僕の母校と準決勝だ
ったんですね。見事母校の関東一高が勝ちま
して、決勝進出になりましたが、惜しくも負
けてしまったという。9回まで 0：0で最後
10回からルールが変わった方式で、ちょっと
不完全燃焼な感じで高校野球も終わったのか
なと思っております。 
会長挨拶を特に考えずに今日も話していき

たいと思います。 
「読み聞かせ研修会」横堀さんお疲れ様でし
た。参加された会員の皆さんもお疲れ様でし
た。30名位の人数が集まっていらっしゃった
みたいです。次年度もありますので是非皆様
のご協力をいただいて、このいい事業をみん
なに広めていただければと思っております。 
奉仕プロジェクトセミナーが一昨日あったよ
うで参加された方お疲れ様でした。 
飛留間会長も今は多分ベトナムに行ってい

るかと思うんですけれども、今日の席は自由
になっていますが、来週は来て決めた席にな
ると思いますので、また皆様ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。 
会長挨拶は以上にさせていただきます。 
ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
                    
 
 
 
 
 
 

 
 
                   

８月２７日例会 
 
 

会員スピーチ 

 

 

 

 

 

 
   

 

 
    

   

  

 

 

 

 
 

 

 
  

 

 
 

 
 

会長挨拶    杉江 敏矢 パスト会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            

 

 

 

 

 

 

 
       

本日の例会プログラム 
 

令和６年９月３日      
 
（基本的教育と識字率向上月間 / 

ロータリーの友月間） 
 
 
点    鐘  飛留間和紀 会長 
ソ ン グ 四つのテスト 
 
誕 生 祝  1名（神明会員） 
 
会長挨拶 飛留間和紀 会長 

 幹事報告 中村 健太 幹事 
  
委員会報告 
ニコニコ 
 
内部卓話  小林 充幸 会員 

 
出席報告 担当委員会 

第 33 巻 通巻第 1413 号     第   9   号   例会通回 第 1418 回 

★クラブ会報委員長  新沢 弘樹     ★副委員長  仲井 琢磨 

★ ステファニーＡ.アーチック RI 会長 
★ RID2790  寒郡 茂樹  ガバナー 
★ 第7ｸﾞﾙ ﾌー゚ 古西 弘和  ガバナー補佐 

 

ｸﾗﾌﾞ創立   1993.1.12 
例会日 毎週火曜日/点鐘 12:30  
例会場 茂原卸団地組合会館 
事務局 TEL 0475-26-1515 
     FAX 0475-26-1516 
 
Emailmobarach.rc@gmail.com 
http://mobarachuo₋rc.com 

村田宏之会員 中村憲太郎会員 

mailto:mobarach.rc@gmail.com
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●地区（回覧） 
①米山記念奨学会より、クラブ支援奨学金制
度【4月採用】のご案内 

②2024-25 年度ロータリー財団統括委員会 
財団資金管理・寄付推進委員会より、2024
年 7月 MCRレポート 

③ロータリー財団統括委員会より、地区ポリ
オデー開催のご案内 

④米山記念奨学会より、奨学生への卓話依頼
のお願い 

●例会案内（回覧） 
特になし 

●会報受信（回覧） 
クラブ活動計画書：大原 RC 

●その他（回覧） 
 特になし 
 

新しい会員の方は分からないと思いますが、
月に 1回“ロータリー友”雑誌が皆さんに配
られます。 
ロータリーの友誌にどんなことが書かれてい
るのか。そんなところの説明を今日はやらせ
ていただくんですが、次回以降は皆さんにや
っていただきたいと思いますので、よろしく
お願いしたいと思います。 
初めてなので僕もヤフーで、いつこれが始

まったのかというのを調べてきました。 
 
『友』のあゆみ 
新しい雑誌の発行が決定 
1952（昭和 27）年 4月、第 60地区の大会が
開催されました。同年 7月に迎える新年度
（1952-53年度）から、日本の地区は東日本
と西日本の 2地区に分割されることに決定さ
れていましたので、主催者も参加者も共に深
い感慨をもって臨んだ特別な地区大会でし
た。 
この地区大会では、いくつかの問題が話し合
われましたが、その一つに日本の 2地区で共
通の雑誌を発行するとの決定がありました。
これまで共に活動してきた日本のロータリア
ンが、分割されてからも緊密に連絡を取り合
い、情報を共有するための機関誌として企画
されたのです。 
第 1回の準備会は大阪で、当時の星野行則ガ
バナーと露口四郎氏（共に大阪ロータリーク
ラブ）が幹事となって、東京、横浜、京都、
大阪、神戸の各クラブの代表者が出席して開
催されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『ロータリーの友』と命名 
新しい雑誌について本格的にいろいろなこと
が決められたのは、1952年 8月 16日、岐阜
市の長良川河畔にあった大竹旅館での会合に
おいてです。1953（昭和 28）年 1月から、
毎月発行すること、価格を 50円とするが、
広告を取って 100円分の内容のある雑誌とす
ること、名前を『ロータリーの友』とするこ 

         新沢 弘樹 委員長 
                        
          皆さん、こんにちは。クラ

ブ会報・雑誌広報・ロータリー情報委員会委
員長の新沢と申します。クラブ研修リーダー
も兼任しております。よろしくお願いいたし
ます。 
“ロータリー友”勉強会ということで、昨年
の片岡さんから引継ぎ引き継がせていただき
ました。 
 

 
 

 

           親睦活動委員会 

           生松 大典 副委員長 
  

           親睦委員会の副委員長 
の生松です。 
9月 24日は夜間移動例会 
となっております。お昼 
に親睦ゴルフをやります

が、人数が集まっていないので是非皆さんご
参加のほどよろしくお願いいたします。 
夜はジグザグで、美味しいお料理をご用意し
ておきますので、皆さんどうぞお越しくださ
い。ありがとうございます。 

 
幹事報告          中村 健太 幹事 

                                                         

委員会報告 
    
 
     
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

ロータリー情報委員会  
 
『ロータリーの友』勉強会  
 
 

 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1953 年 1 月号  

創刊号 

http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri6B3WCFVZLV8AYLmDTwx.;_ylu=X3oDMTFsMW5lNmQ3BHBhdHQDZ2dsBHBvcwMyBHByb3ADZ2lzZWFyY2gEcXADBHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=17kllv1cc/EXP=1498845846/**https:/search.yahoo.co.jp/image/search?rkf=2&ei=UTF-8&gdr=1&p=%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88%E9%9B%86+%E7%84%A1%E6%96%99%E3%82%B4%E3%83%AB%E3%83%95
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ゴルフの予定をしております。皆さんご都合
がつくようでしたらご参加いただければと思
います。 
ゴルフコンペ 
場所：南茂原カントリークラブ 
夜間移動例会 
場所：ジグザグ 
点鐘：18時 

 

となどが決定されました。また、この会合で
は、新しい雑誌を縦書きにするか横書きにす
るかで意見が分かれ、全会 
員による一般投票を行ったところ、2対 1の
割合で、横書きが採用されることになりまし
た。戦後 10年もたっていなかったという時
代背景を考えると、この結果は、当時のロー
タリアンがいかに先進的な考え方をもってい
たかを知ることのできるエピソードです。 
 
岐阜での会合で、広告を取ることが決定した
ものの、当初は発行部数が 3,300部にすぎな
かったこと、また、戦後の混乱が少し落ち着
いたというものの、まだまだ経済的には厳し
かったこともあり、広告のスポンサーを見つ
けることは容易なことではありませんでした 
が、創刊に携わったロータリアン自らが走り
回り、苦労して広告をという取ったという逸
話が残っています。 
 
創刊号は富士山の表紙です。この表紙、1月
号から 6月号まで、北斎の「凱風快晴」とい
う題の作品が使われました。表紙の写真や絵
が毎月替わるようになったのは、創刊翌年の
4月からです。毎月同じ絵柄の表紙とはいう
ものの、それぞれの色が随分違っているの
は、デザインでしょうか、当時、カラー印刷
の技術が進んでいなかったためでしょうか。 
 
表紙が 2つに 
最初、横書きでスタートした『ロータリーの
友』ですが、その後俳壇、歌壇など、横組み
では具合の悪い欄が始まり、これらを縦書き
で入れることになりました。1972（昭和
47）年 1月号から、縦書き、横書きを分け
て、それぞれに表紙をつけました。左に開け
ると横書き、右に開くと縦書きという形の雑
誌になりました。両面が表紙になった最初の
号の表紙は陣羽織で、横書きは前から見たと
ころ、縦書きは後ろから見たところ、という
ように、両面表紙の特徴を生かした面白いも
のになっています。 
 
 

国際ロータリー公式地域雑誌に 
1977年、標準ロータリークラブ定款第 10条
（現 14条）の改正に伴い、公式地域雑誌
（現ロータリー地域雑誌）の規定が設けられ
ました。これにより、ロータリアンは国際ロ
ータリー（ＲＩ）の機関誌『The Rotarian』
だけでなく、ＲＩが指定した公式地域雑誌を
購読することで会員としての義務を果たすこ
とができるようになりました。 
 
『ロータリーの友』は、1979年 7月号から 1
年間の試験期間を経て、1980年 7月号から
ＲＩ公式地域雑誌になりました。公式地域雑
誌の要件はいろいろと定められており、ま
た、時代とともに多少変化をしています。 
 
カラフルに、ビジュアルに 
2003年 1月に創刊 50周年を迎えるに当た
り、これまでの良い伝統は継続しながら新し
い 50年のスタートにふさわしい新鮮な『ロ
ータリーの友』にするにはどのようにすれば
いいのか、2001年から秋から検討に入り、
2002年 7月号から紙面を一新しました。 
 
サイズをＢ５判（天地 256ミリ×左右 182ミ
リ）からＡ４変形型（天地 280ミリ×左右
210ミリ）に変更。カラー写真のページを巻
頭にもってくるなどして、親しみやすい『ロ
ータリーの友』を目指しました。この時、用
紙もカラー写真がきれいに出るように、それ
までより白い紙に替えました。（2006年 7
月号からは、さらに白い紙に変更） 
 
このサイズの変更と合わせて、事務所内での
コンピューター編集に切り替えました。この
ことによって、それまでより自由な紙面づく
りができるようになり、またコスト削減もっ
実現しました。 
さらに 2016年 7月号からは、サイズをＡ４
判（天地 297ミリ×左右 210ミリ）に変更し
ました。 
 
「ロータリー地域雑誌」の要件の一つに
『The Rotarian』から指定された記事を掲載
しなければならないという項目があります。
写真を郵送していた頃には同時掲載は不可能
でしたが、ＩＴ技術の進歩に伴い、2004年 1
月号からは、これらの指定記事が『The 
Rotarian』と同じ月に掲載できるようになり
ました。 
 
記事についても、毎年度見直し、新しいコー
ナーを設ける一方で、古いコーナーを中止し
たりしています。2004年 11月号からは、毎
月一人ずつのロータリアンを紹介する「風
紋」がスタートしました。外部の記者とカメ
ラマンによる取材記事は、それまでになかっ
たことで、ロータリアンやロータリーを客観 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1972 年 1 月号 

（縦組みと横組みが分かれた最初の号） 
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的に見た記事によって、あらためてロータリ
ーの良さを知る機会にもなっています。その
後、クラブを紹介する「手に手 クラブ探
訪」、ロータリアンを職業の面から紹介する
「この人 この仕事」、「わがまち……そし
てロータリー」、「クラブを訪ねて」と、少
しずつ形を変えながら、このシリーズは続い
ています。なた、パズル（「パズル deロー
タリー」）や本の紹介（「私の一冊」）のコ
ーナーを設け、より親しんでもらえるよう工
夫をしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
インターネットとの共存 
50周年を迎えるために『ロータリーの友』
をリニューアルしようと企画を立てていたと
きに出てきたのが、新しいメディアのインタ
ーネットとどのように共存、住み分けをする
かということでした。そこで、『ロータリー
の友』のホームページを開設して、インター
ネットというメディアにふさわしいコンテン
ツを入れ、印刷媒体の『ロータリーの友』と
の共存、住み分けを図り、日本のロータリア
ンの皆さまにより早く、より幅広く、より便
利に情報を届けようということが決まりまし
た。 
 
この決定に従って、2003年 7月 1日、『ロ
ータリーの友』ホームページを開設しまし
た。ここでは全国のロータリークラブの例会
一覧表、国際大会や国際協議会の速報、さら
には、ロータリーの基礎知識的な資料を提供
してきました。2006年秋、ガバナー会から
rotary.or.jpのドメインが移譲され、ロー
タリーの友委員会で検討を重ねた結果、名称
を『Rotary Japan』に変更、内容や画面をリ
ニューアルして、2007年から新しい名前で
情報提供をしています。 
 
2010年 4月に開催された規定審議会の採択
によって、アメリカとカナダのロータリアン
は、これまでの印刷版だけではなく、電子版
で『The Rotarian』を受け取ることができる 

ようになりました。2013年 4月に掲載され
た規定審議会では、ロータリー地域雑誌も電
子版で受け取ることができるようになりまし
た。この決定にともない、『ロータリーの
友』も 2014年 1月号から電子版を発行して
います。最新号は毎月 1日に更新されます。 
 
『ロータリーの友』の記事を、より深く、よ
り広く、理解し活用いただくため、ホームペ
ージを『ロータリーの友』の補完に集中する
ことになり、2016年 7月 1日から『ロータ
リーの友』ホームページ（www.rotary-no-
tomo.jp）に戻しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
                                                                                        

                                           
 

 
出席報告 
例会日 会員 出席 M U 欠席 免除 出席率％ 
 8/27 29 21 2 6 0 79.32 

8/11 29 12 3 12 2 55.56 

2002 年 7 月号 

2016 年 7 月号 

       

9 月はロータリーの友月間です 

 

 国際ロータリー（ＲＩ）理事会が 2015－16 

年度か ら特別月間を大きく変更したことに 

伴い、従来 4 月に 設定されていた雑誌月間 

はなくなりました。そこでロー タリーの友 

委員会・理事会の決定で、9 月を「ロータ 

リー の友月間」として新設しました。   

日本独自の特別月間として、『友』を推進 

し、『友』の 利用法について話し合います 
 

 

 

 
 
 

http://www.rotary-no-tomo.jp/
http://www.rotary-no-tomo.jp/

